
日
ご
ろ
の
備
え

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

総
務
課 

防
災
消
防
係
　
℡（
6
7
）1
1
1
1

（
山
地
災
害
）

農
政
課 

林
務
整
備
係
　
℡（
6
7
）2
7
0
6

〈
問
い
合
わ
せ
〉

る
若
い
人
た
ち
の
励
み
に
な
れ

ば
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

　
人
命
救
助
に
全
力
で
あ
た
っ

て
い
た
だ
い
た
、
自
衛
隊
、
警
察
、

消
防
の
皆
さ
ま
、
復
旧
・
復
興

に
力
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
全
て

の
皆
さ
ま
に
、
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
南
阿
蘇
村
は
、
住
み
よ
い
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
悲
し

み
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
亡
き
妻

の
た
め
に
も
、
微
力
な
が
ら
復

興
の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
、
熊
本
地
震
で
犠
牲

と
な
ら
れ
た
全
て
の
皆
さ
ま
に

哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
、
遺
族
代

表
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。」

熊
本
地
震
犠
牲
者
追
悼
式

　
4
月
14
日
、
県
庁
で
行
わ
れ

た
県
主
催
の
犠
牲
者
追
悼
式
で
、

増
田
敬
典
さ
ん（
沢
津
野
）が
遺

族
を
代
表
し
、
追
悼
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
抜
粋

し
て
掲
載
し
ま
す
。

  「
熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
早
い

も
の
で
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
私
は
、地
震
で
60
年
連
れ
添
っ

た
妻
を
亡
く
し
ま
し
た
。

　
妻
を
見
送
っ
た
あ
と
、
息
子

が
東
京
で
一
緒
に
暮
ら
そ
う
と

声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、

村
の
仮
設
住
宅
で
ひ
と
り
暮
ら

す
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。
60
年

け
ん
か
一
つ
せ
ず
妻
と
過
ご
し

て
き
た
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で

す
。
亡
き
妻
の
そ
ば
を
離
れ
ず
、

共
に
暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
私
は
、
今
年
で
82
歳
に
な
り

ま
す
。
世
話
を
す
る
よ
り
、
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
自
立
し
た

生
活
を
送
り
、
少
し
で
も
村
の

再
建
に
役
に
立
ち
た
い
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
前

を
向
く
こ
と
で
、
復
興
に
頑
張

南
阿
蘇
村
く
ら
し
の
中

の
防
災
セ
ミ
ナ
ー

　
４
月
13
日
、
熊
本
地
震
を

振
り
返
り
防
災
に
つ
い
て
の

知
識
や
技
術
を
学
ぶ「
く
ら

し
の
中
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」

（
村
主
催
）が
、
モ
ン
ベ
ル
南

阿
蘇
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
地
域
の
消
防
団
員

な
ど
約
30
人
が
参
加
。
映
像

で
熊
本
地
震
を
振
り
返
り
、

講
師
の
宮
﨑
賢
哉
さ
ん（
一

般
社
団
法
人
防
災
教
育
普
及

協
会
事
務
局
長
）の
講
義
の

も
と
、
災
害
発
生
時
の
注
意

点
や
日
頃
か
ら
の
備
え
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

災
害
発
生
時
に
と
る
べ
き
行

動
が
描
か
れ
た
カ
ー
ド
を
瞬

時
に
判
断
し
て
選
ぶ「
減
災

ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」

や
、
周
囲
と
助
け
あ
う
た
め

に
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
訓
練
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
ほ
か
、
モ
ン
ベ
ル
南

阿
蘇
店
の
山
本
幸
一
店
長
か

ら
災
害
時
に
役
立
つ
紐
の
結

び
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

※
梅
雨
時
期
や
台
風
接
近
時
に
、
夜
か
ら
明
け
方
に
か

け
て
激
し
い
雨
が
降
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
に
は
、
主

に
夕
刻
に
防
災
行
政
無
線
に
て
、
予
防
的
避
難（
自

主
避
難
）を
村
内
全
域
に
呼
び
か
け
ま
す
。
予
防
的

避
難
を
呼
び
か
け
た
と
き
は
、
状
況
に
応
じ
て
最
大

６
つ
の
避
難
所
を
予
防
的
避
難
所
と
し
て
開
設
し
ま

す
。
避
難
所
の
開
設
状
況
に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
予
防
的
避
難
所
で
は
、
非
常
食
等
の
配
布
や
炊
出
し

は
行
い
ま
せ
ん
。
食
料
や
身
の
回
り
の
も
の
な
ど
、

必
要
な
物
は
避
難
者
各
自
で
持
参
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
予
防
的
避
難
に
つ
い
て
】

　
大
雨
・
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

「
も
し
も
」に
備
え
て
家
の
ま
わ
り
の
点
検
や
、
非
常
持
出
品
の

用
意
、
避
難
経
路
の
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
災

害
の
前
兆
を
確
認
し
た
場
合
は
明
る
い
う
ち
に
早
め
の
避
難
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

〔避難勧告等の発令基準〕
※避難勧告等の基準は、災害の種類および地域性等により異なりますが、おおむねの基準は下表のとおりです。

　気象予報や降雨状況で判断します。大雨注意報

大雨警報

•防災行政無線で村内全
域に放送

注意喚起
（避難行動要支援者、一般住民）

避難準備・高齢者等避難開始
（避難行動要支援者の避難開始、一
般住民の避難準備）

土砂災害警戒情報

•サイレンと防災行政無
線で村内全域に放送

•携帯メールにて周知

避難勧告
※深夜でも放送・周知を行います

　避難行動に時間を要する者（避難行動要支援者）
が、指定された避難場所に避難する時間を確保で
きるように、早めのタイミングで避難などの呼び
かけをします。

　暴風、豪雨、洪水、土石流その他災害発生の事
象が避難勧告の段階より悪化し、災害の発生が切
迫し、かつ、現実視される場合、
または突然、災害発生の諸現
象が現れたときは、直ちに避
難の呼びかけをします。

　土砂災害は、24時間累加雨量が200㎜を超え
るような場合や、時間雨量が30㎜程度を超える
雨が連続する場合、または長期間にわたって雨が
降り続き、地盤が緩んでいる場合などに発生する
恐れがあります。

備考気象庁発表など発令項目

特別警報
•土砂災害の前兆現象が認め

られるとき
•土砂災害が発生したとき

避難指示（緊急）
※深夜でも放送・周知を行います

•サイレンと防災行政無線で村内全域に放送
•携帯メールにて周知

両併小学校体育館
白水保健センター
白水総合センター

（旧）白水中学校体育館
白水体育館
久木野総合福祉センター

（旧）久木野庁舎

両併999番地1
吉田1495番地
吉田1495番地
吉田2301番地
吉田1007番地1
久石2705番地
河陰145番地3

－
○
○
－
－
○
○

南阿蘇村指定避難所一覧
避難施設名 住所 予防的避難

久木野小学校体育館
南阿蘇西小学校
長陽中央公民館
南阿蘇中学校体育館
下野公民館

（旧）立野小学校

河陰130番地
河陽2999番地2
河陽3575番地
河陽3545番地
下野647番地1
立野1549番地2

－
－
○
－
－
○

避難施設名 住所 予防的避難

追悼の言葉を述べる増田敬典さん

藤
本
建
設
工
業
）、
地
権
者
、
地

域
住
民
代
表
の
ほ
か
、
熊
本
復

興
事
務
所
、
阿
蘇
地
域
振
興
局
、

村
な
ど
の
関
係
者
約
40
人
が
立

ち
合
い
、
工
事
の
安
全
と
無
事

の
完
了
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
工
事
は
、
幅
約

3
0
8
ｍ
、
高
さ
約
13
ｍ
で
4

万
㎥
の
土
石
流
を
止
め
る「
東

下
田
川
2
砂
防
え
ん
堤
」の
一

部
を
施
工
す
る
も
の
で
、
工
期

は
令
和
元
年
11
月
ま
で
の
予
定
。

　
こ
の
砂
防
え
ん
堤
は
国
道

3
2
5
号
線
や
中
松
地
区
な
ど

を
土
砂
災
害
か
ら
守
る
目
的
で

建
設
さ
れ
、
令
和
3
年
度
の
全

体
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

東
下
田
川
2
砂
防
え
ん
堤

新
設
工
事 

起
工
式

　
熊
本
地
震
や
地
震
後
の
降
雨

に
よ
り
土
砂
災
害
の
危
険
性
が

高
ま
っ
て
い
る
阿
蘇
地
域
で
、

国
が
砂
防
え
ん
堤
を
整
備
す
る

阿
蘇
山
直
轄
砂
防
事
業
に
お
い

て
、
本
村
で
初
め
て
着
手
す
る

砂
防
え
ん
堤
工
事
の
起
工
式
が
、

５
月
14
日
に
現
地（
中
松
、
夜

峰
山
付
近
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
工
事
施
工
者（（
株
）

地鎮祭後には熊本復興事務所の工事説明や、
工事施工業者代表者あいさつなどがありました。

カードで災害時の行動を確認する参加者
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